
JASSO「海外留学支援制度（協定派遣）」に

仙台白百合女子大学の長期留学プログラムが

連続で採択され、返済不要の奨学金と渡航支援金

を支給しています!

A:                                                                                                                   
この制度は、日本の大学等が海外の大学との協定に基づき実施する留学プログラムに参加
する学生を支援するもので、本学での選考を経て要件を満たす学生へ留学中に月額６万円
から８万円 （留学地域により異なる）の給付型の奨学金がJASSOから支給されます。
加えて、一定の派遣期間を満たす学生は13万円の渡航支援金も支給されます。2024年度
もプログラムの採択が決まり、英語圏（バレンシア大学は除く）と東アジア圏提携校長期
留学者それぞれ８人、合計1６人の採用枠を得ました。この奨学金と渡航支援金の返済は
不要です。英語圏は2019年度から、東アジア圏は2020年度から連続で採択されており、
これまで多くの学生が支給を受けました。

Q: 日本学生支援機構（JASSO）による「海外留学支援制度（協定派遣) 」
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_a/haken/index.html 
とは何ですか？

<実際の2023年度採用者の支給額例>

①Aさん カナダのヴィクトリア大学へ約６ヶ月留学のケース

甲地域月額奨学金8万円×月数6＋渡航支援金13万円＝計61万円の支給

②Bさん 韓国の釜慶大学校へ約12ヶ月留学のケース

乙地域月額奨学金7万円×月数12＋渡航支援金13万円＝計97万円の支給

A:

英語圏への派遣留学→交換留学ではないので派遣先で当該授業料の負担が必要なことから、
経済支援として本学独自の奨学金である一括での留学奨学金（フィリピン、バレンシア大
学：15万円、それ以外：30万円）を支給しています。留学期間が半年でも１年でも金額は
同じです。
東アジア圏への交換留学→双方向での留学協定に基づく交換留学生としての留学につき、
現地で課せられている授業における派遣先の授業料は発生しません。

次年度以降も、仙台白百合女子大学では引き続きJASSOへプログラム申請を行ない、

経済的サポートも行っていきます。

提携校の詳細は裏面をチェック

仙台白百合女子大学 国際交流センター
https://sendai-shirayuri.ac.jp/itn_exchange

Q:他に長期留学において、経済支援や留学中に受給できる返済不要の奨学金はありますか？



提携校に新たにオーストラリアのグリフィス大学が加わりました！

仙台白百合女子大学では、

2023年度までに延べ178人の学生が、上記の様々な

提携校における留学(半年/１年)を経験しました。

現在、多くの学生が返済不要の奨学金と渡航支援金

を受給するなど、経済的なサポ―トも受けています。

留学を通して、御自身の成長を願っております。

仙台白百合女子大学 国際交流センター
https://sendai-shirayuri.ac.jp/itn_exchange

経済支援の詳細は裏面をチェック


